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スギ雄性小穂個体にみられる 花粉の発育異常型 

五十嵐正徳 ( 福島県林業研究センタ 一 ) 

1 . はじめに 

福島県においてスギ 雄性小捻個体の 探索を 2002 年から 2004 年 (0 3 ヵ年実施し、 その 結 

果 、 会津地方の造林地から 3 個体 ( 福島・新人 1 号、 福島・新人 2 号、 福島・新人 3 号 ) 

を 発見した。 この雄性小捻個体の 花粉の発育異常型を 明らかにするため 花粉形成過程を 観 

察した。 

2 . 材料と方法 

スギ においては、 植物ホルモンのジベレリン 処理による人為的な 着花 促進が可能であ る， 

このため、 7 月上旬と中旬の 2 回に分けて晴天日に 1OOppmn 濃度液を雄性小捻個体に 葉面 

散布した。 花粉形成の発達が 見込まれる 9 月上旬から翌年の 花粉飛散時期にあ たる 4 月上 

の 旬 ょま で 期間、 9 戸 中 ｜ ま 4 日間隔で、 @0 月以降は l0 日間隔で正常個体と 雄性下槍個体の 
雄花を採取した。 雄花は固定液 ( ホルマリン : 酢酸 : 70% 。 エタノール 二 容積地 1 : ェ : 18) 

で 浸漬し、 パラフィン 包 理法による切片のプレパラートを 作成した     

2 . 結果及び考察 

雄花切片の プ レパラートを 光学顕微鏡で 観察すると、 福島・新人 1 号、 福島・新人 2 号 

は 花粉 母 細胞から四分子 期 までは正常個体と 比較して胞子形成組織に 異常は認められなか 

った ， しかし、 四分子期から 一核 期への分裂が 停滞した。 一核 朋直前に花粉の 痕跡が認め 

られ・るものの、 周囲と融合したような 状態になり小胞子となって 遊離せず最終的に 崩壊し 

た ヒ 。 

また、 福島・新人 3 号は、 小胞子を形成するまでは 正常個体との 相違は認められなかっ 

たが、 林内の花粉飛散ピーク (2004 年 4 月 l5 日 ) に採取した雄花において 急速に 繭 全体 

の花粉 拉 が崩壊していく 様子が認、 められた。 

雄性下槍系統 ィネ にみられる花粉の 発育異常型 ( 田丸 l99@) から、 福島・新人 1 号、 福 

島 新人 2 号は四分子 期 異常型、 福島・新人 3 号は充実花粉型に 分類された， これらのこと 

から、 スギ雄性不穏においても、 イネの雄性小捻系統にみられる 様々な時期に 種々異常が 

出現する発育異常型が 今後発見される 可能性が示唆された。 
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